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流域水循環計画の策定・深化の推進
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○ 令和６年８月30日に閣議決定された新たな水循環基本計画では、重点的な取組として、
安定した水供給の確保、最適で持続可能な上下水道への再構築、地球温暖化対策の推進とと
もに、流域治水、水利用、流域環境の保全等に一体的に取り組む「流域総合水管理」の推進
を位置づけ。 【参考資料１－１、１－２】

○ あわせて水循環政策本部で決定された「新たな水循環基本計画における主要施策の工程
表」では、健全な水循環に向けた流域総合水管理を展開するため、流域水循環計画の策定・
深化すべき分野を設定した上で、モデル地区調査やその情報発信、計画策定の「手引き」の
改定、水循環アドバイザーの派遣等により地方公共団体を支援することとしている。 【参
考資料２－１、２－２】

○ このため事務局では、「流域水循環アドバイザー」のご意見も踏まえつつ、令和６年度
にも注力してきた｢地下水｣に加え、「水を活用した地域振興・地域のブランド化｣を策定・深
化すべき分野に設定したところ。【別添１～２】

○ また、流域総合水管理については、「国土審議会水資源開発分科会流域総合水管理のあ
り方検討部会」及び「社会資本整備審議会河川分科会流域総合水管理のあり方検討小委員
会」において議論が進められ、答申としてとりまとめ。【参考資料３－１、３－２】

○ これらを踏まえ、今後、「流域総合水管理」「地下水」「水を活用した地域振興・地域
のブランド化」に係るモデル地区調査を行い、そこで得た知見をもとに計画策定の「手引
き」を改定するとともに、水循環アドバイザーの派遣やモデル地区の情報発信等を通じて、
地方公共団体等における流域水循環計画の策定・深化を支援。



 地方公共団体や地域住民の理解・関心が高く、課題が顕在化した際に多くの地域住民の生活に直結
する等から、｢上水をすべて地下水に依存している市町村｣に着目。

 このうち、地下水保全等に係る計画や条例等を制定していない地方公共団体に対し、優先的に働き
かけを実施し、流域水循環計画の策定・深化を推進。

 また、防災井戸の普及啓発等とも連携しつつ取り組むこととし、例えば井戸の復活等に取り組む団
体等についても、流域水循環計画の策定・深化を推進。

R５までの取組
• 都道府県会議で流域水循環計画の策定を推進
• 研修会で流域水循環計画の策定を推進
• 事務連絡文、流域水循環計画策定に係る情報提供依頼等を実施

R6からの新たな取り組み
・地下水マネジメント研究会等での流域水循環計画の策定推進
• 計画策定の意向がある地方公共団体と水循環事務局との継続的な連携等の
実施（アドバイザーの継続的な派遣）

• 水循環アドバイザー制度への地下水有識者の追加を実施

地下水の利用状況 令和６年度の策定推進

 地域別の都市用水の地下水取水量は、北陸や東北で高い。
 市区町村への調査では、水道水源の100％が地下水で地下
水保全等に係る計画等を制定していないのは約130市町村。

 令和６年能登半島地震での経
験を踏まえ検討。

 令和６年３月に策定。

「災害時地下水活用ガイドライン」の策定

策定・深化すべき分野①地下水 【別添１】
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ガイドラインの全体構成



 近年の流域水循環計画では、水を活用した「地域振興・地域のブランド化」等に取り組む計画も見ら
れる。

 継続的に水を地域資源として活用するには、個別施策だけでなく、流域の関係者が連携した流域マネ
ジメントが重要であり、先進事例の横展開等により、計画の策定・深化等の働きかけを行う。

計画名：八王子市水循環計画

計画概要：
みどりと水の豊かな水循環機能を再生し、恵

まれた環境を次世代に引き継ぐため、自然と共
生するまちづくりに向けた水環境の課題に対応
するための総合的な計画。

取組例：
計画の「川と湧水・水のまちプロジェクト」

の一環で川や湧水地で市民が集い、安らぎや潤
いを感じる水辺をまちづくりに活用するため、
“ミズカツ”と題して、市民や事業者と連携し、
キッチンカーの出店や野外ライブなどイベント
を開催している。

計画名：大阪狭山市水循環計画

計画概要：
日本最古のため池である「狭山池」をはじめ、

多くのため池を有する大阪狭山市「水から守る
～水害への対策を強化～」、「水を活かす～水
資源を活かした地域振興～」、「水を育む～次
世代に水を引き継ぐ～」を取組の柱として、
「めぐる『水』ともに生きる大阪狭山」を目指
す計画。

取組例：
狭山池を活用したイベントや大阪府立狭山池

博物館など地域資源を活用したまちづくりやコ
ミュニティの形成を推進。

計画名：大垣市エコ水都環境プラン

計画概要：
本市は、地下水が豊富で自噴水が見られるな

ど、「水の都」と呼ばれている。また、ハリヨ
などの希少生物も生育している。そのため、各
種施策の推進により、「ハリンコが泳ぎ、ホタ
ルが舞う水都大垣」を目指す計画。

取組例：
地下水利用の実態把握や、地下水の適正利用、

水源の保全、ハリヨ・ホタルの保護育成、PR活
動等を通じた「水都・大垣」のイメージ向上な
どに取り組む。

（事例３） 東京都八王子市（事例１） 大阪府大阪狭山市 （事例２） 岐阜県大垣市

写真 水辺空間のイベント活用
（上：水辺の活用とキッチンカーの
出店）
（右：野外ライブ）

写真 水資源を活用した取組
（上：狭山池のイベント）
（右：狭山池の桜並木）
（下：大阪府立狭山池博物館

写真 水都おおがき
(左 自噴水 河間(がま))
(右 川下り)
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策定・深化すべき分野②水を活用した「地域振興・地域のブランド化」 【別添２】


